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【略歴などの見方】
氏名、年齢、党派、現新別、丸数字は当選回数、得票数

Ｍａｓａｙｕｋｉ　Ｆ u ｊ i ｋ i　
profile
昭和40年御船町生まれ。
第一経済大学（現日本経済大学）経済学部経営学科卒。
会社役員。元町観光協会会長。
平成27年に町長に初当選し、今回再選を果たす。

　
投
票
は
４
月
21
日
、
町
内
11
カ

所
の
投
票
所
で
一
部
の
地
域
を
除

き
、７
時
か
ら
19
時
ま
で
行
わ
れ
、

多
く
の
有
権
者
が
投
票
を
済
ま
せ

ま
し
た
。
20
時
15
分
に
な
る
と
、

多
く
の
参
観
人
と
報
道
陣
が
見
守

る
な
か
、開
票
が
始
ま
り
ま
し
た
。

21
時
55
分
、
開
票
か
ら
１
時
間
40

分
で
町
長
選
の
得
票
数
が
確
定
。

町
議
選
が
22
時
24
分
（
２
時
間
９

分
後
）
に
得
票
数
が
確
定
し
、
当

選
者
が
確
定
し
ま
し
た
。

　
同
月
22
日
、
御
船
町
選
挙
管
理

委
員
会（
横
田
靜
也
委
員
長
）は
、

町
長
選
で
再
選
を
果
た
し
た
藤
木

町
長
と
町
議
選
で
当
選
さ
れ
た
14

人
に
当
選
証
書
の
付
与
を
行
い
ま

し
た
。
付
与
式
で
は
、
横
田
委
員

長
か
ら
当
選
者
一
人
一
人
に
当
選

証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

①防災情報を中心としてさまざまな行
政情報伝達。

①「復興のシンボル」と位置づけてき
た大規模商業施設の誘致実現化。新
たな人の流れを呼び込む起爆剤と考
え、地域の方々の理解と協力により、
令和３年のオープンを目指す。

①復興する御船町
②住み続けたい御船町
③人を育む御船町
④活力のある御船町
⑤人が集う御船町
　これらの基本目標を念頭にこれまで行ってきた復旧復興
事業を継続しながら地方創生に関する取組みを含め、新た
な総合計画を住民主体となって１年間かけて策定する。

①被災者に対する住まいの確保
②道路、橋梁を中心としたインフラの

整備。令和元年度で完了予定。
③被災農地・施設の復旧工事は、令和

元年度を持って完了予定。引き続き
自力復旧の継続支援。

①積極的な移住定住の促進。熊本地震
等による空き家の増加に対し、これ
まで空き家調査を実施し、空き家バ
ンクを創設した。今後、移住定住希
望者に登録物件を紹介し、定住人口
の増加につなげる。

②若者の定住促進のため、「乳幼児および学
校教育環境の充実」、「医療機関の充実」、

「道路を含めたライフラインの充実」、「公
共施設の充実」、「就業機会の確保」等を
確実に行っていく。高齢者にとっては、生
きがいづくりをはじめ、コミュニティ支援
等、健康な暮らしのための施策を行う。

①地域を担う人材の育成・支援のため、
「地域おこし協力隊」等の積極的な
活用。今後、地域再生のためにも新
たな仕組みを取り入れながら、〝地
域愛〟の醸成と担い手の発掘を行う。

②震災により見送っていた「お伺い行政」
への取組みの実施。少子高齢化、特に
高齢化の進んだ地域にとって、行政との
距離が物理的にも離れてしまった現状
を改善し、お年寄りに近い行政を目指す。

２
期
目
の
藤
木
町
政
が
始
動
―

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
御
船
町
長
及
び
御
船
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
４
月
21
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
、
現
職
の
藤
木
正
幸
町
長
が

多
く
の
支
持
を
得
て
、
２
度
目
の
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
３
年
―
。
震
災
を
乗
り
越
え
、
実
感
し
た

〝
地
域
の
力
〟を
大
切
に
、２
期
目
の
藤
木
町
政
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

藤
ふ じ

木
き

  正
ま さ

幸
ゆ き

町長選の開票結果（定数1-2）

当　藤木正幸　53　無現②　6,455
　　山本孝二　61　無元　　3,251

震 災 復 興 計 画
の 確 実 な 実 施

Ⅰ

藤
木
町
政
始
動
―

地 方 創 生 総 合
戦 略 の 推 進

Ⅱ
藤木町政始動―

総合計画の策定

Ⅲ
藤木町政始動―

防災行政無線の利活用
　　　～災害に強いまちづくり～

“わくわく”する御船町を目指す

熊本地震からの復旧復興
　　　～生活再建、施設の復旧～

地域力の再生
　　　　～コミュニティの再生～

1

御船インター周辺への企業誘致1 移住定住の促進2

▲一丁目町営住宅第２団地

　
町
長
選
後
の
５
月
７
日
、
藤
木
町
長
が

役
場
に
初
当
庁
す
る
と
、
職
員
や
町
民
な

ど
が
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

　
藤
木
町
長
は
「
１
期
目
に
は
、
町
民
皆

さ
ま
を
笑
顔
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
ど

も
た
ち
の
未
来
を
私
た
ち
が
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
私
は
そ
の
一
心
で
、
４
年

間
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

２
期
目
は
、
新
し
い
令
和
の
年
か
ら
、
ま

た
新
し
い
御
船
町
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず

第
一
に
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興
。
復
旧
の

最
終
年
度
で
あ
り
、
復
興
の
初
年
度
に
入

り
ま
す
。
町
の
中
に
は
、
困
っ
て
る
町
民

の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
一
年

間
で
、
こ
の
方
々
を
日
常
の
生
活
に
戻
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
の

一
人
ま
で
住
む
場
所
が
確
保
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。復
興
を
通
し
て
、

〝
人
を
育
む
御
船
町
〟〝
こ
こ
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
御
船
町
〟
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
大
型
商
業
施
設

の
誘
致
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

御
船
町
が
明
る
い
未
来
へ
つ
な
が
る
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
。
今
後
、
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
町
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
未
来
を
創
造
し
て
参

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
町
民

皆
さ
ま
の
笑
顔
の
た
め
、
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、〝
わ
く
わ
く
す

る
御
船
町
〟
を
目
指
し
ま
す
」
と
訓
示
。

　
訓
示
終
了
後
、
藤
木
町
長
の
掛
け
声
を

合
図
に
式
参
加
者
が
手
を
握
り
、「
が
ん

ば
ろ
う
」
を
三
唱
し
ま
し
た
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

大
切
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
―
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